YOKOHAMA CURRENT ENGLISH CLUB
(YCEC was founded by the late Prof. Fumihiko Hagiwara in 1963.)
横 浜 時 事 英 語 会
第７０４回例会の要約です。  
 第７０４回例会は２０２３年３月２５日（土）１時４０分から開かれました。
 
We held our 704th regular monthly meeting in L-Plaza at 1:40 p.m. on March 25, 2023.  The summary of the regular monthly meeting is as follows:
1. Forum on current English usage
A）                                  　        Shigetomi Okada （岡田　茂富）
　　　　
①SAN FRANCISCO - Californian recommerce specialist Trove has published the first of what it says will be an annual assessment of the resale platforms of more than 40 leading fashion brands and retailers.
　　　　　　　　　　　　　-from Ecotextile news dated March 15, 2023

■ recommerce = 中古品を売買するビジネス(宅配買取サービス)
[bookmark: _Hlk120293245][bookmark: _Hlk120299936]【訳文】サンフランシスコ発　―　カリフォルニア州の在宅買取サービス専門店「トローブ」は４０以上の一流ファッション・ブランドや販売店の再販売基盤を毎年評価するための第一号を発表した。　       　　　　　　　
①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
[image: ][image: Across Europe, countries are capitalising on remote workers by offering digital nomad visas.]
　Want to move to Europe? Here are all the digital nomad visas available for remote workers
Across Europe, countries are capitalising on remote work by offering digital nomad visas. Since the pandemic, many of us have enjoyed the freedom to work her  anywhere. Recognising the potential to boost their flagging tourism industries, countries from Croatia to Spain are making it easier to gain temporary residency while working for a foreign company. 　　                               　    
-from Euronews dated March 15, 2023

B)  N. Koike　（小池　温）[image: メガネをした男性

自動的に生成された説明]
Promethean moment
I call our Promethean moment “The Age of Acceleration, Amplification and Democratization.” With GPT-4 and other A.I. the future is right in front of us.   (New York Times, Mar 23,2023)
401(K)
Don’t make the same mistake as SVB with 401(K)  　  (Japan Times. Mar. 23, 202)
401(K)は米国の確定拠出年金。米国の税法・内国歳入法４０１条K項。
SVB＝Silicon Valley Bank. 
C）Tsuru Hideyuki 都留秀之
Talked about “Imperial Rescript on Surrender　（大東和戦争終結の玉音放送）”.  
                                                            
                                      
  
                 

2. Main Speaker　　　　　　　　　　　　　　　 Shigetomi Okada  （岡田茂富）
                                              
Shigetomi Okada made a presentation on “My Anthology of Japanese Haiku Poetry”. Its contents are as attached below: 
　　　
飯田龍太 [image: IMG_256]
飯田 龍太（いいだ りゅうた、1920年（大正9年）7月10日 - 2007年（平成19年）2月25日）は、山梨県出身の日本の俳人。飯田蛇笏の四男で、蛇笏を継ぎ俳誌「雲母」を主宰。戦後の俳壇において森澄雄とともに伝統俳句の中心的存在として活躍した。句集に『百戸の谿、『童眸、『遅速など。
毒茸　月薄目して　見てゐたりThe moon is looking at poisonous mushrooms with half-closed eyes.
中村汀女[image: IMG_256]
中村 汀女は、日本の俳人。本名、破魔子。星野立子・橋本多佳子・三橋鷹女とともに4Tと呼ばれた、昭和を代表する女流俳人。 高浜虚子に師事。「ホトトギス婦人句会」で活躍。俳誌「風花」を創刊、主宰。女流俳人の第一人者として、ラジオ、テレビなどを通し、俳句を家庭婦人層へ普及させた。句集に『春雪』、『紅白梅』など。「外にも出よ　触るるばかりに　春の月」Go outside the house, then a spring moon is seen as close as you can touch. 
加賀千代女
加賀千代女（かが の ちよじょ、1703年（元禄16年） - 1775年10月2日（安永
4年9月8日））は、俳人。号は草風、法名は素園。千代、千代尼などとも呼る。 
顔を多く歌っていることから、出身地の旧松任市では市のシンボル、合併後の
現白山市では市の花に選ばれた。 「朝顔につるべ取られてもらい水」 [image: IMG_256]As the well bucket of my house is caught by vines of a morning glory,I must seek my neighbor’s water. 

向井去来[image: IMG_256]向井 去来（むかい きょらい、慶安4年（1651年） - 宝永元年9月10日（1704年10月8日））は、江戸時代前期の俳諧師。蕉門十哲の一人。儒医向井元升の二男として肥前国（今の長崎市興善町）に生まれる。堂上家に仕え武芸に優れていたが、若くして武士の身分をすてた。京都嵯峨野の落柿舎（らくししゃ）に住み、松尾芭蕉はここで『嵯峨日記』を執筆した。野沢凡兆と共に、蕉風の代表句集「猿蓑」を編纂した。「西国三十三ヶ国の俳諧奉行」とあだ名された。何事ぞ　花みる人の　長刀(なががたな) What a thing! A cherry blossom watcher wears a long sward. 
安東次男　[image: IMG_256]
	安東 次男

	ペンネーム
	俳号 - 流火艸堂

	誕生
	1919年（大正8年）7月7日
岡山県苫田郡東苫田村

	死没
	2002年4月9日（82歳没）
東京都

	職業
	俳人、詩人、評論家、翻訳家

	言語
	日本語

	国籍
	[image: IMG_256] 日本

	最終学歴
	東京帝国大学経済学部経済学科

	活動期間
	1950年 - 2002年

	主な受賞歴
	第12回詩歌文学館賞『流』
第14回読売文学賞『澱河歌の周辺』



　　「むらぎもの影こそ見えね心太」The shadow of my heart is seen as I see gelidium jellies. 
石原八束[image: IMG_256]
石原 八束（いしはら やつか、1919年（大正8年）11月20日 - 1998年（平成10年）7月16日）は、日本の俳人。山梨県錦村二之宮（現・笛吹市御坂町二之宮）に生まれる。父親は俳人の石原舟月（起之郎）。本名は「登」であったが、病弱であったため生後一ヶ月で長命を願い「八束」に改名した。　「さよならをくりかへしゐる走馬燈」
金子兜太　[image: IMG_256]金子 兜太（かねこ とうた、1919年（大正8年）9月23日 - 2018年（平成30年）2月20日 ）は、埼玉県出身の日本の俳人。現代俳句協会名誉会長。日本芸術院会員。2008年文化功労者選出。小林一茶、種田山頭火の研究家としても知られる。 加藤楸邨に師事。「寒雷」所属を経て「海程」を創刊、主宰。
「曼珠沙華(まんじゅしゃげ)　どれも腹出し　秩父の子」Red spider lilies bloom while all kids in Chichibu show their bellies. 西東三鬼　[image: IMG_256]西東 三鬼（さいとう さんき、1900年（明治33年）5月15日 - 1962年（昭和37年）4月1日）は、岡山県出身の日本の俳人。本名・斎藤敬直（さいとう けいちょく）。 歯科医として勤める傍ら30代で俳句をはじめ、伝統俳句から離れたモダンな感性を持つ俳句で新興俳句運動の中心人物の一人として活躍。 「おそるべき　君等の乳房　夏来る」What a horrible summer is coming as you wear clothes showing your breasts. 
村上鬼城　[image: IMG_256]
村上 鬼城は日本の俳人、司法代書人。本名は村上 荘太郎。 明治義塾法律学校中退。正岡子規に書を送り、「ホトトギス」創刊後は俳句、写生文を投稿。飯田蛇笏らと並び、大正期前半の「ホトトギス」を支えた。貧窮の境涯に根ざした諦観を詠んだ句が多い。句集に『鬼城句集』など。「秋の暮　水のやうなる　酒二合」In the automn evening, I drink two gos of rice wine as smooth as water. 
尾崎放哉　[image: IMG_256]
尾崎 放哉（おざき ほうさい、本名：尾崎 秀雄〈おざき ひでお〉、1885年〈明治18年〉1月20日 - 1926年〈大正15年〉4月7日）は、日本の俳人。『層雲』の荻原井泉水に師事。種田山頭火らと並び、自由律俳句のもっとも著名な俳人の一人である。鳥取県鳥取市出身。大正15年、4月7日（大学時代の恩師・穂積陳重と同日）に南郷庵で死去。死因は癒着性肋膜炎湿性咽喉カタル。　　「咳をしても一人」Even when I cough, I am alone.
荻原井泉水　[image: IMG_256]
荻原 井泉水は、日本の自由律俳句の俳人、俳論家。「層雲」を主宰、尾崎放哉や種田山頭火らを育てた。本名・幾太郎のち藤吉。日本芸術院会員。 東大言語学科卒。河東碧梧桐の新傾向運動に親しみ、機関誌「層雲」を発刊、季題無用論を説き、自由律を主張した。また俳句は宗教的芸術であるとして「道」の句を説いた。句集に『原泉』、作家研究に『芭蕉と一茶』など。「荷をおろされて　寒い馬よ　雨降る」The cold rain is falling on a horse with its loads taken away.
内田百閒[image: IMG_256]
内田百閒　內田 百閒（うちだ ひゃっけん、1889年〈明治22年〉5月29日 - 1971年〈昭和46年〉4月20日）は、日本の小説家、随筆家。本名榮造
夏目漱石の門下生の一人で、夢の光景のように不可解な恐怖を幻想的に描いた小説や、独自の論理で諧謔に富んだ随筆を多数執筆し、名文家として知られる[1]。号の「百閒」は、故郷岡山にある旭川の緊急放水路の百間川から取ったもので、当初は「百間」と表記していたが、後に「百閒」に改めた[2]。代表作に『冥途』『旅順入城式』『百鬼園随筆』『阿房列車』など。
　　「花柘榴大雨に明けて白き」The flower of pomegranate is seen white after the heavy rain is up. 
大野林火　[image: IMG_256]
神奈川県横浜市生まれ。旧制県立横浜第一中学校、旧制第四高等学校を経て、1927年東京帝國大学経済学部を卒業。大学卒業後は日本光機工業に入社。1930年に会社を辞めて県立商工実習学校（現・横浜創学館高等学校）教諭となる。当時の教え子に、後に高弟となる宮津昭彦がいる。中学時代より鈴木三重吉や佐藤春夫の抒情詩に傾倒。俳句は中学時代の1920年、親友の荻野清（のち俳文学者となる）の父から手ほどきを受け、1921年、荻野の勧めをうけて「石楠」に入会、臼田亞浪に師事する。「春の虹　消ゆまでを子と　並び立つ」Until the rainbow in the spring disappears, I am standing lining up with my children.  
秋元不死男　[image: IMG_256]
秋元 不死男は、日本の俳人。神奈川県横浜市出身。本名は不二雄。前号は東京三。別号に秋元地平線。島田青峰に師事し「土上」「天香」に参加。新興俳句運動に加わり、京大俳句事件に連座して投獄される。戦後は「天狼」参加を経て「氷海」を・創刊・主宰。劇作家の秋元松代は妹。息子の秋元近史は『しゃぼん玉ホリデー』を手がけたテレビディレクター・プロデューサー。「三月や　モナリザを売る　石畳」In March they sell pictures of mona Lisa in stone-paved town.

加藤楸邨　[image: IMG_256]
加藤 楸邨は、日本の俳人・国文学者。本名は健雄。位階は従四位。 水原秋桜子に師事。初期は『馬酔木』に拠ったが、苦学する中で同誌の叙情的な作風に飽き足らなくなり、人間の生活や自己の内面に深く根ざした作風を追求、石田波郷、中村草田男らとともに「人間探求派」と呼ばれた。第二次世界大戦後は戦災や社会運動への参加などを経て幅の広い作風を展開、また主宰した『寒雷』では伝統派から前衛派まで多様な俳人を育てた。「隠岐(おき)やいま　木の芽をかこむ　怒涛(どとう)かな」Angry waves are now rushing around leaf buds in Oki Island. 


高野素十　[image: IMG_256]
高野 素十は、茨城県出身の日本の俳人・医師。学位は、医学博士。高浜虚子に師事。虚子の唱えた「客観写生」を忠実に実践、簡潔で即物的な写生句で頭角を現し、山口誓子、阿波野青畝、水原秋桜子とともに「ホトトギスの四S」と称された。「芹」主宰。本名：高野与巳。 「野に出れば　人みなやさし　桃の花」When I go outside of my house, peope are all gentle with peach flowers blooming. 
日野草城　[image: IMG_256]
日野 草城は、日本の俳人。東京都出身。本名は克修。 「ホトトギス」で学んだ後、「旗艦」を創刊、男性が眼差す女性のエロスを主題とした句や無季俳句を作り、昭和初期の新興俳句運動を主導。戦後は「青玄」を創刊・主宰し一転して静謐な句を作った。 「閑けさや　花火消えたる　あとの星」     
After the firework vanishes, stars are twincling in silence.  
川端茅舎　[image: IMG_256]
川端 茅舎（かわばた ぼうしゃ、1897年〈明治30年〉8月17日 - 1941年〈昭和16年〉7月17日）は、東京都出身の日本の俳人。本名は信一（のぶかず）。別号に遊牧の民・俵屋春光。日本画家の川端龍子は異母兄。 当初は画家を志し岸田劉生に師事したが、病のために断念し俳句に転向、高浜虚子に師事して「ホトトギス」に拠る。画家の眼を生かし写生に徹しつつも格調の高い句を物し、松本たかし、中村草田男などと共に「四S」以降の「ホトトギス」の代表的俳人として活躍した。「朝靄に　梅は牛乳(ちち)より　濃かりけり 」　Plum flowers in morning mist are denser than milk. 
鷹羽狩行　[image: IMG_256]
鷹羽 狩行は、山形県出身の日本の俳人、日本藝術院会員。山口誓子に師事、「狩」を創刊・主宰。本名・髙橋行雄。 秋元不死男の「氷海」にも拠る。知的な構成でウィットに富む句風で現代社会を描く。第一句集『誕生』のほか、『月歩抄』、『十五峯』など。「摩天楼より　新緑がパセリほど」When I am looking down from the skyscraper, a cluster of gleen leaves are seen as little as a parsley.
石田波郷　[image: IMG_256]
石田 波郷は、愛媛県出身の日本の俳人。本名は哲大。水原秋桜子に師事、『馬酔木』に拠ったのち、『鶴』を創刊・主宰。初期の青春性のあふれる叙情句から始まり、自己の生活を見つめる、人間性に深く根ざした作風を追求。加藤楸邨、中村草田男らとともに「人間探求派」と呼ばれた。昭和の第二次世界大戦前に流行した新興俳句運動を批判し、韻文精神の尊重を説き、切れ字を重視。「朝顔の　紺の彼方の　夕日かな」The sunset is seen far from the dark blue of a morning glory flower.
山口青邨　[image: IMG_256]
山口 青邨は、日本の俳人・鉱山学者。岩手県出身。東京大学名誉教授。 本名は吉郎。初号は泥邨。高浜虚子に俳句を師事、工学博士として東京大学に勤めながら俳誌「夏草」を主宰した。「さざなみの　絹吹くごとく　夏来る」The summer is coming like ripping waves blow silk threads.
水原秋桜子　[image: IMG_256]
水原 秋桜子は、日本の俳人・医師。学位は、医学博士。本名は水原豊。松根東洋城、ついで高浜虚子に師事。短歌に学んだ明朗で叙情的な句風で「ホトトギス」に新風を吹き込んだが、「客観写生」の理念に飽き足らなくなり同誌を離反、俳壇に反ホトトギスを旗印とする新興俳句運動が起こるきっかけを作った。「馬酔木」主宰。別号に喜雨亭。 はじめ窪田空穂に師事、短歌で独自の叙情性を育てたが、のちに俳句へ転じた。
「滝落ちて　群青世界　とどろけり」The dropping of waterfall reverberates loud in ultramarine world.
  
河東碧梧桐　[image: IMG_256]
河東 碧梧桐は、日本の俳人・随筆家。本名は秉五郎。 正岡子規の高弟として高浜虚子と並び称され、俳句革新運動の代表的人物として知られる。 愛媛県松山市に松山藩士の五男として生まれる。父は正岡子規の漢学の師。高浜虚子とは中学時に同級であり、後に子規の門下生となるまで、行動をともにした仲の良い友人であった。「愕然として　昼寝覚めたる　一人かな 」When I am awaken from my nap, I am amased to find I am alone. 
芝不器男[image: IMG_256]
芝 不器男（しば ふきお、1903年（明治36年）4月18日 - 1930年（昭和5年）2月24日）は、愛媛県出身の俳人。「天の川」の代表作家として活躍、「ホトトギス」でも四S以降の新人として注目されたが、句歴四年、26歳で夭折した。「風鈴の　空は荒星　ばかりかな」Looking up when I hear the sound of a wind chime, stars in the sky are all when wintry wind is blowing.  
小林一茶　[image: IMG_256]
小林 一茶は、日本の俳人。本名は小林弥太郎、一茶とは俳号である。別号は圯橋、菊明、新羅坊、亜堂。庵号は二六庵、俳諧寺。 信濃国柏原で中農の子として生まれた。15歳の時に奉公のために江戸へ出て、やがて俳諧と出会い、「一茶調」と呼ばれる独自の俳風を確立して松尾芭蕉、与謝蕪村と並ぶ江戸時代を代表する俳諧師の一人となった。 「めでたさも　中くらいなり　おらが春」The happines of my new year is about mediam. 
富安風生　[image: IMG_256]
富安 風生（とみやす ふうせい、1885年（明治18年）4月16日 - 1979年（昭和54年）2月22日）は、日本の俳人。本名は謙次。高浜虚子に師事。逓信省に勤めながら俳誌「若葉」を主宰。温和な作風で知られた。愛知県出身。「生くること　やうやく楽し　老の春」I at last enjoy my living in the spring of my old age.
山口誓子　[image: IMG_256]
山口 誓子は、日本の俳人。京都府京都市出身。本名は山口新比古。 高浜虚子に師事。昭和初期に水原秋桜子、高野素十、阿波野青畝とともに「ホトトギスの四S」とされたが、のちに同誌を離反した秋桜子に従い「ホトトギス」を離脱。従来の俳句にはなかった都会的な素材、知的・即物的な句風、映画理論に基づく連作俳句の試みなどにより、秋桜子とともに新興俳句運動の指導的存在となる。戦後は「天狼」を主宰し現代俳句を牽引した…「突き抜けて　天上の紺　曼珠沙華 」A red spider lily penetrates up to the dark blue sky.
種田山頭火 [image: IMG_256]
種田 山頭火は、日本の自由律俳句の俳人。山頭火とだけ呼ばれることが多い。 山口県佐波郡の生まれ。『層雲』の荻原井泉水門下。1925年に熊本市の曹洞宗報恩寺で出家得度して耕畝と改名。各地を放浪しながら1万2000余りの句を詠んだ。「分け入っても　分け入っても　青い山」When I penetrate and penetrate in the mountain, I still see blue mountains far away.   
石田波郷[image: IMG_256]
石田 波郷（いしだ はきょう、1913年（大正2年）3月18日 - 1969年（昭和44年）11月21日）は、愛媛県出身の日本の俳人。本名は哲大（てつお）[1]。水原秋桜子に師事、『馬酔木』に拠ったのち、『鶴』を創刊・主宰。初期の青春性のあふれる叙情句から始まり、自己の生活を見つめる、人間性に深く根ざした作風を追求。加藤楸邨、中村草田男らとともに「人間探求派」と呼ばれた。「バスを待ち　大路の春を　うたがはず」When I am waiting for the arrival of a bus, I do not doubt I am in the broad street in the spring. 
中村草田男　[image: IMG_256]
中村 草田男（なかむら くさたお、1901年（明治34年）7月24日 - 1983年（昭和58年）8月5日）は、日本の俳人・国文学者。成蹊大学名誉教授。本名清一郎（せいいちろう）。
中国アモイ出身。東京帝国大学国文科卒。高浜虚子に師事、「ホトトギス」で客観写生を学びつつ、ニーチェなどの西洋思想から影響を受け、生活や人間性に根ざした句を模索。石田波郷、加藤楸邨らとともに人間探求派と呼ばれた。
芥川龍之介　[image: IMG_256]
芥川 龍之介は、日本の小説家。号は澄江堂主人、俳号は我鬼。東京出身。『鼻』、『羅生門』、『地獄変』、『歯車』などで知られる。「青蛙　おのれもペンキ　ぬりたてか」You, a blue frog, you are fresh with blue paint. 
高浜虚子　[image: IMG_256]
高浜 虚子は、明治・大正・昭和の日本の俳人・小説家。本名は高浜 清。 『ホトトギス』の理念となる「客観写生」「花鳥諷詠」を提唱したことでも知られる。「春風や　闘志いだきて　丘に立つ」
I stand on the hill harboring fighting spirit when spring wind is blowing.
夏目漱石　[image: IMG_256]
夏目 漱石（なつめ そうせき、1867年2月9日〈慶応3年1月5日〉 - 1916年〈大正5年〉12月9日）は、日本の教師・小説家・評論家・英文学者・俳人。本名は夏目 金之助（なつめ きんのすけ）。俳号は愚陀仏。明治末期から大正初期にかけて活躍し、今日に通用する言文一致の現代書き言葉を作った近代日本文学の文豪のうちの一人。「叩かれて　昼の蚊を吐く　木魚かな」 The wooden gong when beaten vomits mosquitoes having hided until the day time.
正岡子規[image: IMG_256]
正岡 子規は、日本の俳人、歌人、国語学研究家。名は常規。幼名は処之助で、のちに升と改めた。 俳句、短歌、新体詩、小説、評論、随筆など多方面にわたり創作活動を行い、日本の近代文学に多大な影響を及ぼした、明治を代表する文学者の一人である。「夏嵐　机上の白紙　飛び尽す」A summer gust is blowing away all the paper on the desk.
松尾芭蕉　　[image: IMG_256]
松尾 芭蕉は、江戸時代前期の俳諧師。伊賀国阿拝郡出身。幼名は金作。通称は甚七郎、甚四郎。名は忠右衛門、のち宗房。俳号としては初め宗房を称し、次いで桃青、芭蕉と改めた。北村季吟門下。 芭蕉は、和歌の余興の言捨ての滑稽から始まり、滑稽や諧謔を主としていた俳諧を、蕉風と呼ばれる芸術性の極めて高い句風として確立し、後世では俳聖として世界的にも知られる、日本史上最高の俳諧師の一人である。「荒海や佐渡によこたふ天河」The galaxy is crossing over the wild sea towards Sado Island. 
　
夏井いつき　[image: IMG_256]
夏井 いつきは、日本の俳人・エッセイスト。本名は加根伊月。帝塚山学院大学リベラル・アーツ学部客員教授。 愛媛県南宇和郡内海村の出身で、同県松山市に在住。現在の夫は、CM・映像プロデューサーの加根光夫である　「遺失物係の窓のヒヤシンス」The flower of hyacinth is put at the foot of the window of the Lost and Found Section. 
中村苑子　[image: IMG_256]
中村 苑子は、俳人。 静岡県伊豆市大仁町に生まれる。日本女子大学中退。1942年三橋鷹女の第一句集『向日葵』を読み俳句に親しむ。1944年より「鶴」「馬酔木」などに投句。1949年「春燈」に入会し久保田万太郎に師事。1958年高柳重信の「俳句評論」創刊に参加し、1983年の高柳の死による終刊まで同誌発行に参与。また離婚後の高柳と生活をともにしたが、正式な結婚はしなかった。 「放蕩や水の上ゆく風の音」My life is dissipated while I hear the sound of the wind blowing over the water.
三橋鷹女　[image: IMG_256]
三橋 鷹女は、千葉県出身の俳人。本名・たか子。幼名・文子。旧号・東文恵。原石鼎、小野蕪子に師事My。戦後、新興俳句系の「俳句評論」等に関わる。口語を駆使した奔放な作風を開拓し、昭和期に活躍した代表的な女性俳人として中村汀女・星野立子・橋本多佳子とともに四Tと呼ばれた。「鞦韆(しゅうせん)は　漕ぐべし愛は　奪ふべし」Play on the swing! Do deprive love!
杉田久女　[image: IMG_256]
· 杉田久女は、鹿児島県出身の日本の俳人。本名は杉田 久。高浜虚子に師事。長谷川かな女、竹下しづの女とともに、近代俳句における最初期の女性俳人で、男性に劣らぬ格調の高さと華やかさのある句で知られた。家庭内の不和、師である虚子との確執など、その悲劇的な人生はたびたび小説の素材になった。「常夏の碧き潮あびわが育つ」I grow pouring the green tide of the everlasting summer over myself.
星野立子　[image: IMG_256]
星野 立子は、昭和期の俳人。高浜虚子の次女。虚子に師事し、初の女性主宰誌『玉藻』を創刊・主宰した。虚子一族で特に評価の高い人物。女性俳人では同時期に活躍した中村汀女・橋本多佳子・三橋鷹女とともに四Tと称された。星野立子の名を冠する俳句賞として、星野立子賞・星野立子新人賞が設けられている。「しんしんと　寒さがたのし　歩みゆく」 I am walking forward enjoying the coldness of a deepening winter. 
橋本多佳子　[image: IMG_256]
· 橋本 多佳子は、日本の俳人。本名、多満。旧姓、山谷。 杉田久女につき句作を始め、虚子、誓子に師事した。「馬酔木」のち「天狼」同人。女性の悲しみや寂寥を詠み、古雅な中に知的な色彩を与えた。句集に『海燕』、『信濃』など。「寒月に焚火ひとひらづつのぼる」Below a cold moon in the nocturnal sky flames of the bonfire are rising up one after another.
中村汀女[image: IMG_256]
中村 汀女は、日本の俳人。本名、破魔子。星野立子・橋本多佳子・三橋鷹女とともに4Tと呼ばれた、昭和を代表する女流俳人。 高浜虚子に師事。「ホトトギス婦人句会」で活躍。俳誌「風花」を創刊、主宰。女流俳人の第一人者として、ラジオ、テレビなどを通し、俳句を家庭婦人層へ普及させた。句集に『春雪』、『紅白梅』など。「外にも出よ　触るるばかりに　春の月」Go out of the house, then you will find the moon in spring is close as you can touch it.
加賀千代女　[image: IMG_256]
· 加賀千代女は、俳人。号は草風、法名は素園。千代、千代尼などとも呼ばれる。 朝顔を多く歌っていることから、出身地の旧松任市では市のシンボル、合併後の現・白山市では市の花に選ばれた。白山市では市民の栽培も盛んで、同市が毎年開く千代女あさがおまつりで花の出来映えが競われている。白山市中町の聖興寺に、遺品などを納めた遺芳館がある。「朝顔に釣瓶とられてもらひ水」As the well bucket has been caught by vines of a morning glory, I must ask my neighbor to give us water.
石川桂郎　[image: IMG_256]
石川桂郎は、日本の俳人・随筆家・小説家・編集者。東京出身。石田波郷に師事、er「鶴」「壺」「馬酔木」同人、「風土」主宰。本名は石川一雄。　「昼蛙どの畦のどこ曲らうか」In the afternoon a frog is wondering to what causeway it should turn and what way it should turn.
野見山朱鳥　[image: IMG_256]
· 野見山 朱鳥は福岡県出身の俳人。高浜虚子に師事、「菜殻火」主宰。本名は正男。
· 「曼朱沙華散るや赤きに耐えかねて」Wild spider lilies are falling down as they cannot resist its redness. 
向井去来　[image: IMG_256]
· 向井 去来は、江戸時代前期の俳諧師。蕉門十哲の一人。儒医向井元升の二男として肥前国に生まれる。堂上家に仕え武芸に優れていたが、若くして武士の身分をすてた。京都嵯峨野の落柿舎に住み、松尾芭蕉はここで『嵯峨日記』を執筆した。野沢凡兆と共に、蕉風の代表句集「猿蓑」を編纂した。「西国三十三ヶ国の俳諧奉行」とあだ名された。「何事ぞ花みる人の長刀 」What is the matter!  There is a man wearing a long sward among cherry blossom viewers,
村山古郷　[image: IMG_256]
村山 古郷（むらやま こきょう、1909年6月19日 - 1986年8月1日）は、昭和期の俳人。京都府京都市下京区仏具屋町出身[1]。本名・正三。兄の村山葵郷、姉のたかも俳人
村山 古郷（むらやま こきょう、1909年 6月19日 - 1986年 8月1日）は、昭和期の俳人。京都府 京都市 下京区仏具屋町出身 [1]。本名・正三。兄の村山葵郷、姉のたかも俳人。 略歴 1939年、國學院大學 国文科卒。
「端居してかなしきことを妻は言ふ」My wife is sitting in a convenient place to say sad things.   
安東次男　[image: IMG_256]
安東 次男（あんどう つぐお、1919年（大正8年）7月7日 - 2002年（平成14年）4月9日）は、日本の俳人、詩人、評論家、翻訳家。俳号は流火艸堂。
「手をついて見よとや露の石ぼとけ」A due covered stone Buddha image is asking me to see it with my hand touching it. 
石原八束　[image: IMG_256]
石原 八束（いしはら やつか、1919年（大正8年）11月20日 - 1998年（平成10年）7月16日）は、日本の俳人。山梨県錦村二之宮（現・笛吹市御坂町二之宮）に生まれる。父親は俳人の石原舟月（起之郎）。本名は「登」であったが、病弱であったため生後一ヶ月で長命を願い「八束」に改名した。秋の蜂病み臥す顔を歩く日よ  A bee is walking on my face when I am lying owing to illness in autumn.       
森澄雄　[image: IMG_256]
森 澄雄は、日本の俳人。 長崎県出身。本名、森澄夫。加藤楸邨に師事、「杉」を創刊・主宰。 「寒雷」に投句、のちに編集長を務める。日常の哀歓を材とし、古典回帰を重んじた格調高い句を詠んだ。句集に『雪櫟』、『花眼』、『四遠』、『深泉』などがある。　「見渡して　我が晩年の　山桜   In my old age I am looking around to see wild cherry blossoms there. 」
金子兜太　[image: IMG_256]
金子 兜太は、埼玉県出身の日本の俳人。現代俳句協会名誉会長。日本芸術院会員。2008年文化功労者選出。小林一茶、種田山頭火の研究家としても知られる。 加藤楸邨に師事。「寒雷」所属を経て「海程」を創刊、主宰。戦後の社会性俳句運動、前衛俳句運動において理論と実作の両面で中心的な役割を果たし、その後も後進を育てつつ第一線で活動した。上武大学文学部教授、現代俳句協会会長などを歴任。
「鰯雲　故郷の竈火　いま燃ゆらん」Below the mackerel sky a kitchen stove in my home town is now burning.
西東三鬼　[image: IMG_256]
西東 三鬼は、岡山県出身の日本の俳人。本名・斎藤敬直。 歯科医として勤める傍ら30代で俳句をはじめ、伝統俳句から離れたモダンな感性を持つ俳句で新興俳句運動の中心人物の一人として活躍。戦後は「天狼」「雷光」などに参加し「断崖」を主宰。「水枕　ガバリと寒い　海がある  On the water pillow I suddenly see the cold sea folding out. 」
前田普羅　[image: IMG_256]
· 前田 普羅（まえだ ふら、1884年（明治17年）4月18日 - 1954年（昭和29年）8月8日）は、俳人。高浜虚子に師事。「辛夷」主宰。本名は忠吉（ちゅうきち）。別号に清浄観子。
· 「雪山に雪の降り居る夕かな  Snow is falling in the snow mountain this evening.」
原石鼎　[image: IMG_256]
· 原 石鼎は、島根県出身の俳人。高浜虚子に師事、「鹿火屋」を創刊・主宰。大正期の「ホトトギス」を代表する作家の一人で、色彩感覚に優れたみずみずしい作風で一世を風靡した。本名は鼎。初号・鉄鼎。別号・ひぐらし。「高々と蝶こゆる谷の深さかな  A butterfy is passing high above the deep valley. 」
村上鬼城　[image: IMG_256]
· 村上 鬼城は日本の俳人、司法代書人。本名は村上 荘太郎。 明治義塾法律学校中退。正岡子規に書を送り、「ホトトギス」創刊後は俳句、写生文を投稿。飯田蛇笏らと並び、大正期前半の「ホトトギス」を支えた。貧窮の境涯に根ざした諦観を詠んだ句が多い。句集に『鬼城句集』など。
· 「さみしさに窓あけて見ぬ虫の声  My loneliness induced me to open the window to hear the sound of insects.」
尾崎放哉　[image: IMG_256]
尾崎 放哉は、日本の俳人。『層雲』の荻原井泉水に師事。種田山頭火らと並び、自由律俳句のもっとも著名な俳人の一人である。鳥取県鳥取市出身。大正15年、4月7日に南郷庵で死去。死因は癒着性肋膜炎湿性咽喉カタル。 種田山頭火と並ぶ自由律俳句の雄。活動の場を荻原井泉水の主宰する「層雲」に求め、僧形に身をやつして、貧窮のうちに病没した点でも共通している。 「咳をしても一人 Even when I cough I am still alone.」 
荻原井泉水　[image: IMG_256]ly

荻原 井泉水は、日本の自由律俳句の俳人、俳論家。「層雲」を主宰、尾崎放哉や種田山頭火らを育てた。本名・幾太郎のち藤吉。日本芸術院会員。 東大言語学科卒。河東碧梧桐の新傾向運動に親しみ、機関誌「層雲」を発刊、季題無用論を説き、自由律を主張した。また俳句は宗教的芸術であるとして「道」の句を説いた。句集に『原泉』、作家研究に『芭蕉と一茶』など。
「咲きいづるや　桜さくらと　咲きつらなり」As soon as cherry blossoms begin to bloom, they are now lying in lines.      
內田 百閒（うちだ ひゃっけん、1889年〈明治22年〉5月29日 - 1971年〈昭和46年〉4月20日）は、日本の小説家、随筆家。本名榮造。
夏目漱石の門下生の一人で、夢の光景のように不可解な恐怖を幻想的に描いた小説や、独自の論理で諧謔に富んだ随筆を多数執筆し、名文家として知られる[1]。号の「百閒」は、故郷岡山にある旭川の緊急放水路の百間川から取ったもので、当初は「百間」と表記していたが、後に「百閒」に改めた[2]。代表作に『冥途』『旅順入城式』『百鬼園随筆』『阿房列車』など。よべの雨家々ぬれて二月尽At the end of February many houses are wet with rain. 
大野林火　[image: IMG_256]
大野 林火（おおの りんか、1904年3月25日 - 1982年8月21日[1]）は、昭和期の俳人。本名は
大野正（おおの まさし）。神奈川県横浜市生まれ。旧制県立横浜第一中学校、旧制第四高等学校を経て、1927年東京帝國大学経済学部を卒業。大学卒業後は日本光機工業に入社。1930年に会社を辞めて県立商工実習学校（現・横浜創学館高等学校）教諭となる。当時の教え子に、後に高弟となる宮津昭彦がいる。中学時代より鈴木三重吉や佐藤春夫の抒情詩に傾倒。俳句は中学時代の1920年、親友の荻野清（のち俳文学者となる）の父から手ほどきを受け、1921年、荻野の勧めをうけて「石楠」に入会、臼田亞浪に師事する。
「春の虹　消ゆまでを子と　並び立つ  I am standing with my children until a rainbow in spring has faded away. 」
秋元不死男　[image: IMG_256]
秋元 不死男は、日本の俳人。神奈川県横浜市出身。本名は不二雄。前号は東京三。別号に秋元地平線。島田青峰に師事し「土上」「天香」に参加。新興俳句運動に加わり、京大俳句事件に連座して投獄される。戦後は「天狼」参加を経て「氷海」を創刊・主宰。劇作家の秋元松代は妹。息子の秋元近史は『しゃぼん玉ホリデー』を手がけたテレビディレクター・プロデューサー。
「三月や　モナリザを売る　石畳」 In stone paved town in march they are selling copies of the mona Lisa picture. 
加藤楸邨　[image: IMG_256]
加藤 楸邨は、日本の俳人・国文学者。本名は健雄。位階は従四位。 水原秋桜子に師事。初期は『馬酔木』に拠ったが、苦学する中で同誌の叙情的な作風に飽き足らなくなり、人間の生活や自己の内面に深く根ざした作風を追求、石田波郷、中村草田男らとともに「人間探求派」と呼ばれた。第二次世界大戦後は戦災や社会運動への参加などを経て幅の広い作風を展開、また主宰した『寒雷』では伝統派から前衛派まで多様な俳人を育てた。
[bookmark: _Hlk130583112]「隠岐(おき)やいま　木の芽をかこむ　怒涛(どとう)かな  Now wild waves are rushing around to tree buds in Oki Island. 」
高野素十[image: IMG_256]
高野 素十は、茨城県出身の日本の俳人・医師。学位は、医学博士。高浜虚子に師事。虚子の唱えた「客観写生」を忠実に実践、簡潔で即物的な写生句で頭角を現し、山口誓子、阿波野青畝、水原秋桜子とともに「ホトトギスの四S」と称された。「芹」主宰。本名：高野与巳。
「野に出れば　人みなやさし　桃の花」 Go out to a field, all people there are gentle while flowers of a peach tree are in bloom.
日野草城　[image: IMG_256]
· 日野 草城は、日本の俳人。東京都出身。本名は克修。 「ホトトギス」で学んだ後、「旗艦」を創刊、男性が眼差す女性のエロスを主題とした句や無季俳句を作り、昭和初期の新興俳句運動を主導。戦後は「青玄」を創刊・主宰し一転して静謐な句を作った。「手をとめて春を惜しめりタイピスト A typist stops her operation to miss the departure of spring. 」
川端茅舎　[image: IMG_256]
· 川端 茅舎は、東京都出身の日本の俳人。本名は信一。別号に遊牧の民・俵屋春光。日本画家の川端龍子は異母兄。 当初は画家を志し岸田劉生に師事したが、病のために断念し俳句に転向、高浜虚子に師事して「ホトトギス」に拠る。画家の眼を生かし写生に徹しつつも格調の高い句を物し、松本たかし、中村草田男などと共に「四S」以降の「ホトトギス」の代表的俳人として活躍した。
· 「初春 の二時うつ島の旅館かな In early spring the clock in the island hotel strikes two  o’clock.  」


石田波郷　[image: IMG_256]
石田 波郷は、愛媛県出身の日本の俳人。本名は哲大。水原秋桜子に師事、『馬酔木』に拠ったのち、『鶴』を創刊・主宰。初期の青春性のあふれる叙情句から始まり、自己の生活を見つめる、人間性に深く根ざした作風を追求。加藤楸邨、中村草田男らとともに「人間探求派」と呼ばれた。昭和の第二次世界大戦前に流行した新興俳句運動を批判し、韻文精神の尊重を説き、切れ字を重視。
「噴水の　しぶけり四方に　風の街  The fountain in wind-blowing street is splashing away water in all directions. 」
山口青邨　[image: IMG_256]
山口 青邨は、日本の俳人・鉱山学者。岩手県出身。東京大学名誉教授。 本名は吉郎。初号は泥邨。高浜虚子に俳句を師事、工学博士として東京大学に勤めながら俳誌「夏草」を主宰した。
　「一片の　落花の影も　濃き日かな  A leaf of a falling flower is seen dense in color nowadays. 」
人
与謝蕪村　[image: IMG_256]
与謝 蕪村は、江戸時代中期の日本の俳人、文人画家。本姓は谷口、あるいは谷。「蕪村」は号で、名は信章。通称寅。「蕪村」とは中国の詩人陶淵明の詩『帰去来辞』に由来すると考えられている。俳号は蕪村以外では「宰鳥」「夜半亭」があり、画号は「春星」「謝寅」など複数ある。
　「春の海　終日のたり　のたりかな  Waves of the sea in spring are going and coming very mildly all day long. 」
河東碧梧桐　[image: IMG_256]
河東 碧梧桐は、日本の俳人・随筆家。本名は秉五郎。 正岡子規の高弟として高浜虚子と並び称され、俳句革新運動の代表的人物として知られる。 愛媛県松山市に松山藩士の五男として生まれる。父は正岡子規の漢学の師。高浜虚子とは中学時に同級であり、後に子規の門下生となるまで、行動をともにした仲の良い友人であった。 子規没後、虚子は「ホトトギス」の経営を、碧梧桐は新聞「日本」の俳句欄を担当。
· 「寒明き の雨の中梅煽る風  At the end of a cold winter the rain is falling with the wind blowing to fan plum tree flowers.  」
飯田蛇笏　[image: IMG_256]
飯田 蛇笏は、山梨県出身の日本の俳人。本名、飯田武治。別号に山廬。高浜虚子に師事、山梨の山村で暮らしつつ格調の高い句を作り、村上鬼城などとともに大正時代における「ホトトギス」隆盛期の代表作家として活躍した。俳誌「雲母」を主宰。四男の飯田龍太も俳人であり、飯田家を継ぎ蛇笏の没後に「雲母」主催を継承した。句集に『山廬集』、『椿花集』、ほかに随筆集なども多数。
　「地に近く　咲きて椿の　花おちず  Camellia in bloom as close as the earth do not fall. 」 
松根東洋城　[image: IMG_256]
松根 東洋城（まつね とうようじょう、1878年（明治11年）2月25日 - 1964年（昭和39年）10月28日）は、俳人。本名は豊次郎で、俳号はこれをもじったもの。夏目漱石 の門下生。　「風冴えて高嶺紺青雪のこる Snow remains on Prussian blue high mountain ranges while the cool wind is blowing.」
芝不器男　[image: IMG_256]
芝 不器男は、愛媛県出身の俳人。「天の川」の代表作家として活躍、「ホトトギス」でも四S以降の新人として注目されたが、句歴四年、26歳で夭折した。
　「永き日の　にはとり柵を　越えにけり A looster has passed over the fence on a long day.」
小林一茶　[image: IMG_256]
小林 一茶は、日本の俳人。本名は小林弥太郎、一茶とは俳号である。別号は圯橋、菊明、新羅坊、亜堂。庵号は二六庵、俳諧寺。 信濃国柏原で中農の子として生まれた。15歳の時に奉公のために江戸へ出て、やがて俳諧と出会い、「一茶調」と呼ばれる独自の俳風を確立して松尾芭蕉、与謝蕪村と並ぶ江戸時代を代する俳諧師の一人となった。
　「雀の子　そこのけそこのけ　お馬が通る Hey, baby sparrows! Make the way as a horse is coming over.」 
富安風生　[image: IMG_256]
富安 風生は、日本の俳人。本名は謙次。高浜虚子に師事。逓信省に勤めながら俳誌「若葉」を主宰。温和な作風で知られた。愛知県出身。
　「まさをなる　空よりしだれ　ざくらかな  A chery tree is drooping from the deep blue sky.」 
山口誓子　[image: IMG_256]
山口 誓子は、日本の俳人。京都府京都市出身。本名は山口新比古。 高浜虚子に師事。昭和初期に水原秋桜子、高野素十、阿波野青畝とともに「ホトトギスの四S」とされたが、のちに同誌を離反した秋桜子に従い「ホトトギス」を離脱。従来の俳句にはなかった都会的な素材、知的・即物的な句風、映画理論に基づく連作俳句の試みなどにより、秋桜子とともに新興俳句運動の指導的存在となる。
　「 炎天の　遠き帆やわが　こころの帆  Under a scorching sun in the sky a sail seen far away is a sail for my heart. 」

石田波郷[image: IMG_256]
石田 波郷は、愛媛県出身の日本の俳人。本名は哲大。水原秋桜子に師事、『馬酔木』に拠ったのち、『鶴』を創刊・主宰。初期の青春性のあふれる叙情句から始まり、自己の生活を見つめる、人間性に深く根ざした作風を追求。加藤楸邨、中村草田男らとともに「人間探求派」と呼ばれた。昭和の第二次世界大戦前に流行した新興俳句運動を批判し、韻文精神の尊重を説き、切れ字を重視。
　　「四温晴　海を見に行く　スニーカー 」On a warm winter day I go to see the sea wearing sneakers. 
中村草田男　[image: IMG_256]
中村 草田男は、日本の俳人・国文学者。成蹊大学名誉教授。本名清一郎。 中国アモイ出身。東京帝国大学国文科卒。高浜虚子に師事、「ホトトギス」で客観写生を学びつつ、ニーチェなどの西洋思想から影響を受け、生活や人間性に根ざした句を模索。石田波郷、加藤楸邨らとともに人間探求派と呼ばれた。「萬緑」を創刊・主宰。戦後は第二芸術論争をはじめとして様々な俳句論争で主導的な役割をもった。
　　「万緑の　中や吾子の歯　生え初むる」My baby is beginning to teethe surrounded all by myriad green leaves. 
 
高浜虚子[image: IMG_256]

高浜 虚子は、明治・大正・昭和の日本の俳人・小説家。本名は高浜 清。 『ホトトギス』の理念となる「客観写生」「花鳥諷詠」を提唱したことでも知られる。　　子
日本の俳人、小説家


「春風や　闘志いだきて　丘に立つ I stand on the hill harboring a fighting spirit when a spring wind is blowing. 」
夏目漱石　[image: IMG_256]
夏目 漱石（なつめ そうせき、1867年2月9日〈慶応3年1月5日〉 - 1916年〈大正5年〉12月9日）は、日本の教師・小説家・評論家・英文学者・俳人。本名は夏目 金之助（なつめ きんのすけ）。俳号は愚陀仏。明治末期から大正初期にかけて活躍し、今日に通用する言文一致の現代書き言葉を作った近代日本文学の文豪のうちの一人。
代表作は、『吾輩は猫である』『坊っちゃん』『三四郎』『それから』『こゝろ』『明暗』など。明治の文豪として日本の千円紙幣の肖像にもなった。
　　「菫ほどな　小さき人に　生まれたし I wish to be born as a man as little as a violet.」 

正岡子規  [image: IMG_256]                                                         
正岡 子規は、日本の俳人、歌人、国語学研究家。名は常規。幼名は処之助で、のちに升と改めた。 俳句、短歌、新体詩、小説、評論、随筆など多方面にわたり創作活動を行い、日本の近代文学に多大な影響を及ぼした、明治を代表する文学者の一人である。
「柿食えば　鐘が鳴るなり　法隆寺 When I eat a parsimon, bells are ringing after I have finished my pray there.」 
松尾芭蕉　　[image: IMG_256]
松尾 芭蕉は、江戸時代前期の俳諧師。伊賀国阿拝郡出身。幼名は金作。通称は甚七郎、甚四郎。名は忠右衛門、のち宗房。俳号としては初め宗房を称し、次いで桃青、芭蕉と改めた。北村季吟門下。 芭蕉は、和歌の余興の言捨ての滑稽から始まり、滑稽や諧謔を主としていた俳諧を、蕉風と呼ばれる芸術性の極めて高い句風として確立し、後世では俳聖として世界的にも知られる、日本史上最高の俳諧師の一人である。
 　「古池や　蛙飛び込む　水の音 」Just the sound of a frog flying into the old pond is heard.  
長谷川かな女　[image: IMG_256]
長谷川 かな女 （はせがわ かなじょ、 1887年 10月22日 - 1969年 9月22日 ）は、 日本 の 俳人 。 本名はカナ。 孫は 小説家 の 三田完 がいる。 東京 日本橋 出身。 私立松原小学校卒業後、小松原塾で学ぶ。 1903年 、 三井家 に行儀見習いで入るが心臓の病気により辞す。 1909年 ： 英語 の家庭教師で ホトトギス の 俳人 だった富田諧三（のちの 長谷川零余子 ）と結婚。 みずからも句作を始める。子らの間に坐つて居りて春支度    I am preparing for the arrival of spring sitting among children.   
杉田久女　　[image: IMG_256]
· 杉田久女は、鹿児島県出身の日本の俳人。本名は杉田 久。高浜虚子に師事。長谷川かな女、竹下しづの女とともに、近代俳句における最初期の女性俳人で、男性に劣らぬ格調の高さと華やかさのある句で知られた。家庭内の不和、師である虚子との確執など、その悲劇的な人生はたびたび小説の素材になった。　　「牡丹（ぼうたん）を活けておくれし夕餉（ゆふげ）かな  As I arranged peonies, my dinner is delayed. 」
星野立子　[image: IMG_256]
星野 立子は、昭和期の俳人。高浜虚子の次女。虚子に師事し、初の女性主宰誌『玉藻』を創刊・主宰した。虚子一族で特に評価の高い人物。女性俳人では同時期に活躍した中村汀女・橋本多佳子・三橋鷹女とともに四Tと称された。星野立子の名を冠する俳句賞として、星野立子賞・星野立子新人賞が設けられている。
　　　「美しき　緑走れり　夏料理  A summer cooking has a beautiful green running over it. 」
橋本多佳子　[image: IMG_256]
· 橋本 多佳子は、日本の俳人。本名、多満。旧姓、山谷。 杉田久女につき句作を始め、虚子、誓子に師事した。「馬酔木」のち「天狼」同人。女性の悲しみや寂寥を詠み、古雅な中に知的な色彩を与えた。句集に『海燕』、『信濃』など。　　「白桃に入れし刃先の種を割る   I has inserted a blade of a knife into a white peach to break its seed.  」

 [image: ]梅沢 富美男（うめざわ とみお、本名：br池田 富美男、1950年〈昭和25年〉11月9日 - ）は、日本の俳優、歌手、タレント、コメンテーター、司会者、俳人。大衆演劇「梅沢劇団」第3代座長、株式会社富美男企画代表取締役。青森県西津軽郡深浦町「深浦町観光特使」、同県南津軽郡藤崎町「ふじりんご故郷応援大使」、および、福島県「しゃくなげ大使」を委嘱されている。愛称は「下町の玉三郎」。現在は東京都在住。
万緑や風まきこみて水落つる  Water is falling down involving the wind surrounded by all greenery.  
[image: ]
東国原 英夫は、日本の政治評論家、タレント、作家、俳人、政治家。宮崎県知事、衆議院議員を歴任した。
老猫や背筋のばして見る蜥蜴 An old cat is stretching its spine to see a garden lizard. 
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